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意見 「検討状況整理」12 ページの 27の３行目から「いずれの場合でも、使用価値の算定

においては、見積られる将来キャッシュ・フローが見積値から乖離するリスクについて、」

とございますが、これは将来キャッシュ・フローの将来時点でわかる実績が、事前の見積

もりと乖離するリスクと理解しておりますので、「見積られる将来キャッシュ・フローの実

績が、事前の見積値から乖離するリスク」等々に直されたほうが分かりやすいのではない

かと思います。 

  

次は意見というよりご確認なのですが、「検討状況整理」には上記のリスクについて「将来

キャッシュ・フローの見積りと割引率のいずれかに反映させる必要がある」（減損会計基準

からの引用として）とあります。ここの内容について某監査法人の解説書には、「将来キャ

ッシュフロー見積りが期待値の場合は、上記のリスクが既に反映されているので割引率の

方は無リスク金利でよく、最頻値の場合は、当該リスクがキャッシュ・フローに反映され

ていないため、総資本コストなど無リスク金利＋リスクプレミアムで割り引かなければな

らない」という内容の記述があります。 

  

しかし、事前の見積りが事後の実績と乖離するリスクは、最頻値ではなく複数のシナリオ

に基づく期待値であっても排除しきれるものでなく、また、複数のシナリオの期待値が最

頻値シナリオよりも上回る場合もあろうかと思います。期待値の場合だからといって、必

ずしも上記リスクを織り込んだものとはいえず、期待値自身が中立的なシナリオ建てから

なっているとしたら、求めた期待値から減額しなければ見積りに上記リスクを織り込んだ

とはいえないと考えますがいかがでしょうか？ 
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